
平成 30年 3月 13日
中英研関係各位

石川県中学校英語教育研究会

会長 中  克 之

日頃より、中英研へのご理解とご支援に感謝申し上げます。
さて、大雪のため中止となりました 2月 13日 理事・幹事研修会に配付を予定してい
た資料に、説明等の書類を追加した下記書類をお送りします。重要なお知らせが含まれ
ていますので、各郡市の理事および幹事は、次年度に確実に引き継がれますようご配意
願います。

ご不明な点については、本会の事務局にお問い合わせ願います。

送付資料 3種類

資料① 平成30年度組織運営関係
資料①-1 第2回理事幹事研修会レジュメ (冊子)
資料①-2 年度当初報告書類について (冊子)

資料② 平成31年度以降の研究関係
・平成 31年度以降の中英研事業と研究の進め方について案 (A41枚 )

資料③ 東海北陸石川大会関係
・第42回東海北陸公立中学校英語教育研究会石川大会第1次案内
・第42回東海北陸公立中学校英語教育研究会石川大会に向けて

問い合わせ

中英研事務局 金沢市立高尾台中学校内
野竹 陽一

TEL  076-298-6931    FAX 076-298-9936

記



資料①-1

平成 30年 2月 13日 (木)

平成 29年度 石川県中学校英語教育研究会

第 2回理事・幹事研修会 (大雪のため中止)

会場 :金沢市立清泉中学校

司会 :木村 祐太 (白山市立北星中学校)
記録 :吉畳 美穂 (野々市市立野々市中学校)

2 協議事項

(1)平成 29年度事業報告  (資料添付)

(2)平成 30年度 組織運営について  (資料添付)

・役員構成について

・専門組織について

(3)平成 30年度事業計画案について  (資料添付)   |

(4)平成 30年度東海北陸英語教育研究大会石川大会について (資料別冊)

(5)平成 31年度以降事業と研究の進め方について (資料別紙 1枚 )

(6)年度当初報告書類 (資料別冊)



平成 29年度 事業報告

平成 29年 4月 21日 (金 ) 臨時理事研修会 15:30～   会場 :金沢市立清泉中学校
参加者 :各郡市研究会英語部長
1.平成29年度 役員選出、承認
2.幹事長会議案審議
3.会誌 「いしかわ」配付

平成 29年 6月 1日 (木 )第 1回幹事研修会 15:30～   会場 :金沢市立清泉中学校
参加者 :各郡市研究会幹事長
1.平成28年度 事業報告
2.平成29年度 専門部組織報告
3.平成29年度 事業計画報告
4.平成29年度 予算案報告
5.研究の進め方について

6.秋の研究大会の運営について

7.平成30年度東海北陸石川大会について

8.各種研修会について

平成 29年 8月 4日 (金)夏 季研修会          会場 :石川県地場産業振興センター
日程 :全 8地区より研究発表 9:00～ 16:40
助言 :金沢大学准教授 滝沢 雄一 氏                    (78名 参加 )

平成 29年 8月 9日 (水)・ 10日 (木)第 41回東海北陸公立中学校英語教育研究会 (三重大会 )
原則 :石川大会準備委員には派遣費補助            (清 水副会長始め、計 8名参加 )

平成 29年 8月 17日 (木) 第 12回授業力向上研修会   会場 :石川県地場産業振興センター
日程 :13:00～ 16:30
講師 :山本 崇雄 氏 都立武蔵高等学校
演題 :「教えない授業」が目指すもの ～授業をデザインする～         (76名 参加 )

平成 29年 11月 10日 (金)県中英研 秋の研究大会 (能美大会) 会場 :能美市立辰口中学校
日程 :13:40-
研究授業および授業整理会

授業者 :能美市立辰口中学校 辻 勝哉 教諭
助言者 :県総合研修センター 基本研修課 泉 洋美 指導主事         (85名 参加 )

平成 29年 11月 22日 (水 )・ 23日 (木 口祝)全 英連新潟大会 会場 :新潟市
中英研より派遣費補助で 2名参加

平成 30年 2月 15日 (木) 第 2回理事・幹事研修会 15:30～  会場 :金沢市立清泉中学校
※大雪のため中止。資料を理事に郵送

平成30年 3月  会誌「いしかわ」第29号 完成



平成 30年度 石川県中学校英語教育研究会役員構成 (案)

会 長    1名  校長より選出

副会長    4名  理事より選出
小松ブロック1名、金沢ブロック2名 、能登ブロック1名

理 事   14名 (原則管理職)

小松ブロック :加賀、小松、能美郡市

金沢ブロック :白 山、野々市、金沢、河北郡市

能登ブロック :羽咋市、羽咋郡、七尾、鹿島、輸島、鳳珠、珠洲

幹事長    1名  金沢ブロックより選出。運営委員会委員長を兼ねる

副幹事長 3名 +1名 金沢ブロックより選出

・研究 0サマーセミナー・編集委員長を兼ねる。

01名は東陸実行委員長 (平成 30年度まで)を兼ねる。

会 計    1名  金沢ブロックより選出

郡市幹事長 14名 各郡市より選出

会計監査   2名  金沢ブロックより選出

専門委員会委員長

運営委員長     :県 中英研幹事長が兼ねる。
研究委員長     :県 中英研 副幹事長を兼ねる。
サマーセ ミナー委員長 :県中英研 副幹事長を兼ねる。
編集委員長     :県 中英研 副幹事長を兼ねる。
東陸実行委員会 県中英研 副幹事長を兼ねる。 (平成 30年度まで)

事務局

幹事長、副幹事長、会計等で構成する。(平成 30年度は東陸大会のため若干名追カロあり)



平成 30年度 石川県中学校英語教育研究会 専門部組織 (案 )

委 員 長

(所属 )

副委員長

(所属)

委 員 (所 属 )

運営委員会    ・各郡市への連絡 。調整  ・郡市会員より会費徴収

(都市幹事長兼任)         中英研幹事長 1名 + 郡市幹事長 14名  = 15名

中英研幹事長

(郡市兼務不可)

金沢市

幹事長

力日賀 卜松

能美市 白山

野々市 羽昨市
士
叩
観
押
ル
化
河

七尾

羽昨郡 輪島

鹿 島 珠洲

鳳珠 金沢

編集委員会 会誌 「いしかわ」の編集と発行  ・
中英研副幹事長

諸会合における記録  ・東陸石川大会の業務
1名  + 金沢市近隣地区4名  = 5名

金沢市 白山野々市 金沢

河北都市 金 沢

"‐

セミナ‐委員会                   。東陸石川大会の業務

中英研副幹事長 1名  + 全 8地区各 1名  = 9名
金沢市 加賀 河北都市

zJ'fA 羽昨都市・七尾市,鹿島郡

能美郡市 鳳珠郡̀輪島市̀珠洲市

白山野々市 金沢

研究委員会   一共通主題にづい●a暁懇揚拍到翻囲慰じ一一歌奔疲哄通主題の提案

。東陸石川大会の業務

中英研副幹事長 1名  十 全 8地区各 1名  = 9名
金沢市 加賀 河北都市

rJ'44 羽昨都市・七尾市,鹿島郡

能美郡市 鳳珠郡'輸島市・珠洲市

白山野々市 金 沢

東海lL陸石川大会実行委員会  。東海北陸石川大会の企画・運営 (平成 30年度のみ)
金沢市 金沢市 金沢 金沢

金沢 金 沢

金沢 金沢

金沢 金沢

事務局 関係機関 (教育委員会、

会計業務全般

大会会場など)と の連絡調整

幹事長 副幹事長

(編集 )

副幹事長

(サマセミ)

冨1幹事長

(研究 )

副幹事長

(東陸実)

会計 東陸大会幹事



平成 30年度 事業計画 (案 )

平成 30年 4月 20日 (金 )第 1回理事研修会    15:30～   会場 :金沢市立清泉中学校
参加者 :各郡市研究会英語部長
1.平成29年度事業・会計報告、承認
2.平成30年度 役員選出、承認
3.平成30年度組織 。事業計画・予算審議、承認
4.平成31年度以降の研究体制案協議
5.会誌「いしかわ」配付
6.東海北陸大会の運営について報告

平成 30年 6月 1日 (金)第 1回幹事研修会    15:30～   会場 :未定
参加者 :各郡市幹事長
1.平成30年度役員紹介
2.平成29年度事業・会計報告
3.平成30年度組織報告
4.平成30年度事業計画報告
5.平成30年度予算報告
6.平成31年度以降の研究体制案協議
7.東海北陸大会の運営について

平成 30年 7月 31日 (火)夏 季研修会          会場 :石川県地場産業振興センター
内 容 :東陸石川大会リハーサル (分科会等発表)
日 程 :13:00～ 16:30
参加者 :分科会発表者、分科会司会者、分科会運営担当者、実行委員 (専門部委員)

平成 30年 8月 9日 (木 )・ 10日 (金)第 42回東海北陸公立中学校英語教育研究会 (石川大会 )

平成 30年 8月  授業力向上研修会なし (東陸大会と兼ねる)

平成 30年 11月   県中英研 秋の研究大会なし(東陸大会と兼ねる)

平成 30年 11月 16日 (金 )・ 17日 (土)全 英連滋賀大会 会場 :大津市
中英研より派遣費補助で 1～ 2名 を派遣予定

平成 31年 2月 15日 (金) 第 2回理事・幹事研修会 15:30～  会場 :未定
参カロ者 :各郡市研究会英語部長及び幹事長
1.平成30年度事業報告
2.平成31年度事業計画案
3.研究体制について 研究発表及び研究授業の割り振り案審議 。決定
4.各郡市研究活動報告
5.各専門部より

平成 31年 3月     会誌「いしかわ」第 30号 完成



資料①-2

平成 30年 2月 13日
各郡市理事・幹事長 様

石川県中学校英語教育研究会

会 長   中   克 之

年度当初報告書類について

年 度 当初 に報 告 が必 要 な書類 をお 送 りします ので 、各郡市で新 しい理事・幹事

長が決ま り次第、引き継ぎを確実に実施いただき、報告期限までの書類提出にご協力を

お願い申し上げます。

同封 した書類

1.平成 30年度郡市理事および幹事長への依頼事項

2.平成 30年度理事報告書    【4/6(金 )〆 切】

3.東海北陸大会分科会報告書※  【4/20(金 )〆切】
※提 出先注意 :他 の報告書提 出先 と異な り、浅野川 中橘教諭 まで。

4.平成 30年度郡市幹事長及び英語部組織報告書    【5/18(金 )〆切】

5,平成 30年度石川県中学校英語教育研究会専門部組織  【5/18(金 )〆切】

6.各郡市研究会名簿     【5/18(金 )〆切】

7.各郡市研究テーマ報告書   【5/18(金 )〆切】

※いずれ も FAX、 Emailの 両方で送付 して くだ さい。
※データにつきましては、県中英研の HPに アップ 1/て あります。
ダウンロー ドして入力 し、お送 りください ^

報 告 先及 び ご不 明 な点 のお問 い合 わせ 先

金 沢 市 立高尾 台 中学校  野竹  陽一
TEL   076-298-6931

FAX   076-298-9936

Email ishikawa.jhs.english@gmail.cOm
HP    ア ドレス  http://ishikawa― jhs― engo com/

また は 「石川 県 中学校 英 語 教 育研 究会 」 で検 索



平成 30年 度  郡市理事 お よび幹 事長への依頼事項

平成 30年 2月 13日
1.郡市代表としての役割のお願い
理 事 :

。理事会等での提案や連絡事項を郡市研究会の会員に周知し、郡市としての意見や要望にまとめて理

事研修会等の会合に参加願います。

・会員が本研究会の大会等に参加できるよう、関係機関への必要な連絡等をお願いします。

研究大会開催郡市においては、郡市校長会や市町教育委員会への事前連絡をお願いします。

また平成 30年度東海北陸大会石川大会 (H30.8/9,10)に 学校行事や市町教育委員会主催研修等が
重ならないよう、郡市校長会や市町教委への事前連絡をお願いします。

。東陸石川大会への会員派遣を校長会等で依頼願います。石川県の先生方の参加費は無料です。

・平成 31年度以降の事業と研究の進め方についての提案文書が同封されています。平成 30年度の
諸会合で継続協議し、平成 31年 2月 理事幹事会にて最終決定します。

幹事長 :

・郡市幹事長は専門委員会運営委員を兼ねます。委員長である中英研幹事長との密な連絡が必要にな

ります。

。理事会での決定を基に、中英研事務局との連絡窓日として、連絡調整をお願いします。具体的には、

中英研行事 (研修会や大会)を会員に案内し、参加者を集約し報告、中英研名で郡市会員に派遣願い

を発送することなどがあります。

・郡市または地区に、専門委員会の割当があります。割 り振 り数に従つて、事務局への氏名報告をお

願いします。専門委員は会への出席が必要なことがありますが、欠席の場合は各郡市または地区で

代理者を立てるよう願います。

なお、平成 30年度の専門委員会業務は、東海北陸大会の業務となります。

2.郡市間の調整のお願い
。他郡市との連絡調整役をお願いします。本研究会は県下 16郡市を8つの地区に編成し、その地区で、
さらに大きな 3つのブロック(能登。金沢・月ヽ松)を形成しています。特に8つの地区内での研究交流
が促進されるようご配意願います。

3。 その他

・ホームページの運用について

平成 29年度より東陸石川大会に向けて、石川県中英研ホームページを運用しています。
連絡や報告に必要な情報や書式を掲載する予定ですので、ホームページを随時ご利用願います。
。東陸石川大会の参加について

今年 8月 開催の東陸石川大会には、県内すべての会員による参加を目指して準備しています。郡市

の会員への周知とお誘いをお願いいたします。
。平成 30年度は夏季研修会等は東陸石川大会があるため行いません。平成 31年度以降の講演会講
師の先生について要望等がありましたら、ぜひ事務局までお伝えください。
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平成 30年度 石川県中学校英語教育研究会 専門部組織報告書
運営委員会    ・各郡市への連絡・調整

(郡市幹事長兼任)中 英研幹事長 1名  +

・郡市会員より会費徴収

郡市幹事長 14名  = 15名
研
　
長

英

事

中

論

漁務不可

金沢市

幹事長

加賀 Jヽ松

能美 白山

野々市 羽咋市

可北都市 七 尾

羽咋郡 輪島

鹿島 珠洲

鳳珠 金 沢

偏集委員会・会誌「いしかわ」の編集と発行 ・諸会合における記録 ・東海北陸石川大会の業務

委員長兼、中英研副幹事長 1名  + 金沢市近隣地区4名  = 5名

金沢市 白山野々市 金 沢

河北郡市 金沢

トマーセミナー委員会  東海北陸石川大会の業務
委員長兼、中英研副幹事長 1名  + 全 8地区各 1名 9名

金沢市 リロ

`睾

註 河北郡市

Jヽ松 羽・七・鹿

指美郡市 鳳・輸・珠

ヨ山野々市 金沢

研究委員会   東海北陸石川大会の業務

委員長兼、中英研副幹事長 1名  + 全 8地区各 1名 9名

金沢市 加賀 河北郡市

」ヽ松 羽・七・鹿

能美郡市 風・輪・珠

自山野々市 金 沢

東海北陸石川大会実行委員会  。東海北陸石川大会の企画運営

金沢市 金沢市 金 沢 金沢

金沢 金沢

金 沢 金沢

金沢 金沢

事務局   ・関係機関 (教育委員会、大会会場など)と の連絡調整 ・会計業務全般
幹事長 ヨl幹事長 会計

ヨl幹事長

ヨ1幹事長

雪l幹事長

5月 18日 (金)ま でにEメ ール・FAXに て

提出願います。

事務局 金沢市立高尾台中学校 野竹 陽―

TEL 076-298-6931

FAX 076-298-9936

Emalllshlkawa.jhs.english@gmall com



H30年度各郡市研究会名簿
郡市名(    )     会員数(   )人

※行が足りない場合は、コピー・挿入してください。

5月 18日 (金)ま でにEメ ール・FAXに て

提出願います。

事務局 金沢市立高尾台中学校 野竹 陽―
丁EL 076-298-6931

FAX 076-298-9936

Emailishikawa.jhs.english@gma‖ .cO m
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平成 30年度 石川県中学校英語教育研究会

郡市研究テーマ報告書

■ 共通テーマ

英語コミュニケーション能力の育成

。各郡市の研究テーマについては県中英研の共通テーマを受けて、独自のテーマを設定する。

・コミュニケーション能力の育成を目指したテーマであれば、より目標を具体化してもよい。

例「コミュニケーション能力の基礎を育てるためのタスクの研究」

「生徒の言語能力を分析し、授業改善につなげる評価問題の研究」など

。各郡市の幹事長は、年度当初の郡市英語部会等で決定された平成 30年度研究テーマを事務局へ報告

する。【締め切り: 5月 18日 (金 )】

■ 平成 30年度郡市研究テーマ

( )市・郡

5月 18日 (金)までに、金沢市立高尾台中学校 野竹陽一  まで Email・ FAXにて送付してください。

事務局 金沢市立高尾台中学校 野竹 陽一

TEL   076-298-6931

FAX   076-298-9936

Email ishikawa.jhso english@gmail.com



資料②

平成 31年度以降の中英研事業と研究の進め方について (案 )

東海北陸石川大会の機会をとらえ、オール石川で運営される中英研 となるよう、これま

での研究体制を見直し、以下のように提案をいたします。平成 30年度 4月 と6月 の理
事・幹事研修会で協議し、平成 31年 2月 の理事幹事研修会において最終決定します。各
郡市・地区においては、会員に周知 し協議の上、ご意見をお持ちいただきますようお願い

します。

1 秋の研究大会について
。秋の研究大会は従来同様、東海北陸石川大会の年以外は毎年開催する。
・大会ローテは従来同様県体方式 B→C→B→A(ABCはブロック)と して、金沢ブロック
では 2年に 1回開催する。
・大会は開催郡市の学教研開催 日等に研究授業を行い、県内中英研会員に公開する。
運営と授業内容は基本的に開催郡市英語部会によるものとする。中英研の事務局は、
県内会員への案内等の事務を担当し、その他、必要に応 じて郡市からの要請のあった

支援を行 う。

2 夏季の研修会について
0これまでの夏季に開催 していた夏季研修会と授業力向上研修会の 2つの研修会を統
合し、夏季の研修会は 1つ とする。
・ 7年毎に回つてくる東陸石川大会の開催年は、夏季の研修会を設けない。代わりに
分科会運営のためのリハーサル会を設ける。

3 地区の研究発表会について
。これまで、夏季研修会において、毎年割 り振られた地区が発表 していた形を改め、
3年に 1回、 8つの地区すべてが発表することに変更する。
・発表会は東海北陸石川大会の開催前年度とその 3年前とする。
・東海北陸石川大会前年度の発表会をプレ東陸大会として、分科会発表を検討する。

上記 1～ 3を整理すると、 7年を周期として下記のようになる。

夏季の研修会内容   秋季大会開催地 (研究授業担当地区)
H31 講演会等     公開授業 B(白 山 0野々市)
H32 講演会等     公開授業 C(七尾・鹿島 。羽咋郡市)
H33 8地区研究発表  公開授業 B(河北郡市)
H34 講演会等     公開授業 A(小松市)
H35 講演会等     公開授業 B(金沢市)
H36 8地区研究発表  公開授業 C(鳳珠・輪島・珠洲 )
H37 東陸石川大会   金沢開催  (研究授業なし)



資料③

平成 30(2018)年 3月吉日

東海北陸地区各県教育委員会 教育長 様

東海北陸地区各市町村教育委員会 教育長 様

東海北陸地区各県英語教育研究会 会長 様

東海北陸地区各小 。中・特別支援学校 校長 様

中学校英語科 。小学校外国語活動 各担当者 。関係者 様

第 42回 東海北陸公立中学校英語教育研究会 石川大会

大 会 長 中  克之 (金沢市立清泉中学校校長)

実行委員長 橘  広行 ( ″ 浅野川中学校教諭 )

平成 30年度 第 42回 東海北陸公立中学校英語教育研究会 (石川大会)【第 1次案内】

時下′ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。

さて′来年度の東海北陸大会につきまして′第 1次案内をお送りいたしますので′来年度の活動計画

のご参考にしていただければ幸いに存じます。

なお′詳細や参カロ申し込みなどにつきましては′第 2次案内を来年度の 5月上旬頃に送付いたします

ので′所定の様式にて申し込みをお願いします。

記

1。 期 日   平成 30(2018)年 8月 9日 (木)。 10日 (金 )

2.会 場   石川県地場産業振興センター

〒920-8203 石川県金沢市鞍月 2丁目 1番地 TEL076-268-2010

3.主 催   東海北陸公立中学校英語教育研究会

第 42回東海北陸公立中学校英語教育研究会石川大会実行委員会

4.後 援   石川県教育委員会  金沢市教育委員会

(申請予定)

5.大会テーマ  『 意欲を持つて学びに向かう英語教育 』



6.日 程

【第 1日目 8月 9日 (木)】

12:0012:3012:50 13:00     14:30 14:4515:4015:5016:45 19:00     21:00

受付 開会行事 休憩 教育請演会
連絡

移動

分科会

A

移
　
動

分科会

B
移動 交流懇親会

【第 2日目 8月 10日 (金)】

9:00 9:15  9:45 9:55   11:0011:05 11:20

開場
各県

活動報告
休憩 全体会

休
　
憩
閉会行事

※全体会と同時刻に別会場で「各県代表者会」を開催予定

7.教育請演会 演題 :「 これから求められるコミュニケーション能力の育成

～コミュニケーションの本質をとらえて～ 」
講師 :金沢大学 人間社会研究域 学校教育系 准教授  滝沢 雄一 氏

8.分科会発表 (予定)

分科会 A-1 「英語によるコミュニケーション能力の育成」
分科会 A-2 「単元ライティングの実践」
分科会 B-1 「金沢市小学校教育研究会英語部会による実践発表」
分科会 B-2 「コミュニケーシ∃ン能力の育成を目指して」
全体会   「4技能の総合的な育成を目指した授業づくり」

9.参加費   大会参加費  1′ 500円 (資料代含む)    交流懇親会費 6′ 000円

■0.その他   。参加申し込み等の詳細については 5月に第 2次案内でお知らせいたします。
また′石川県中学校英語教育研究会 HP(http://WWW,ishikawatthS― eng.com/)

でもご
｀
案内します。

・ご不明の点については下記事務局までご連絡ください。

大会実行委員会 事務局

〒920-0017 金沢市諸江町下丁388番地

金沢市立浅野川中学校 教諭 橘  広行

TEL:076-237-7352   FAX:076-237-7351

e-mail : tcbn.hiroyuki@gmail.com



第 42回 東海北陸公立中学校英語教育研究会石川大会に向けて
2018年 2月 13日

東海北陸石川大会実行委員会

1.分科会発表について  (発表者名は平成 29年度夏季研修会発表者を記載)

分科会 A-1「英語によるコミュニケーション能力の育成」

内灘町立内灘中学校 教諭 糀元 桜児

分科会 A-2 「単元ライテイングの実践」

白山市立北星中学校 教諭 木村 祐太

分科会 B-1 「 題未定 (小学校英語実践発表 )」

金沢市立○○」ヽ学校 教諭 ○○ ○○

分科会 B-2 「コミュニケーシヨン能力の育成を目指して」

七尾市立七尾中学校 教諭 巻 明香里

全体会   「4技能の総合的な育成を目指した授業作り」

金沢市立紫錦台中学校 教諭 田中 裕子

金沢市立高岡中学校 教諭 沼田 恵子

<各分科会のフオーマツト> 55分間

1,メインレポートの発表 (20分間)

2.質疑応答 (5分間)

3.全体討議① (15分間)

4.助言者より (10分間)

5.全体討議② (5分間)

■2日目の全体会は 65分間

1)発表テーマ (副題)と発表者の確定 。報告→4月 20日 (金)第 1回理事会までに

■メールと FAXで浅野川中学校の橘まで

2)司会者 (発表者と同じ郡市を基本とする)の決定 。報告

→4月 20日 (金)第 1回理事会までに

■メーリレと FAXで浅野り|1中学校の橘まで

31紀要原稿の完成・送付 → 6月 1日 (金) ※詳細は別途連絡



2.係の依頼について

l)次年度の県中英研専門部に属している会員については′東陸大会の仕事を委嘱する

。金沢から遠い地区の専門部員については′大会当日の打ち合わせでできる業務を依頼

する

。できるだけメール (FAX)などの連絡方法を用い′全体で集まる回数を減らす
。メールアドレスなどの報告を新年度に依頼する

2)分科会の司会者は発表者と同じ郡市 (地区)の幹事長とするが′実情に応じて変更も可能

である

→ 4月 20日 (金)第 1回理事会までに報告

3〕専門部員で足りない場合には′金沢と近交Fの会員に業務を依頼する

臣∃ 専Fヨ部 (毎年′各地区より委員を選出しているもの)
運営委員会・編集委員会・サマーセミナー委員会 。研究委員会

東海北陸石川大会実行委員会

3.今後の主な日程

4月 20日 (金) 第 1回理事研修会    分科会テーマ・司会者の確定 。報告
6月 1日 (金)幹 事研修会   専門部委員の担当業務の決定

紀要原稿の締切 (分科会レポー トなど)

ア月 31日 (火) 夏季研修会   東陸大会分科会り八―サル (地場産 )

※発表者・司会者などが参加 (詳細は後日)

4.その他
。発表に使用する機器 (パソコン・プロジェクターなど)は′機器への1貫れなどの観点か

ら′発表者が持参するものとします (スクリーンは事務局で準備)

※不者F合な点があればお問い合わせください

。大会紀要に関わる部分は「編集委員会」より新年度に詳細な提案をします

〒920-0017 金沢市諸江町下丁388番地

金沢市立浅里刊|1中学校 教諭 橘  広行
TEL:076-237¨7352   FAX:076-237-7351

e-mail : tcbn.hiroyuki@gmail.com


